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「鳥取市バリアフリーマスタープラン」を策定しました
本市では、平成１４年に旧バリアフリー法に基づき「鳥取市交通バリアフリー基本構想」を策定し、主に鳥取駅周辺地区において、バリアフリー化の取り組みを推進してきました。令和４年度には、今後もより一層、全市的なバリアフリー化を促進するため、「鳥取市バリアフリーマスタープラン」を策定しました。
このマスタープランでは、「みんなが支え合い 誰もが安心・快適に自分らしく過ごせるまちづくり」を基本理念として掲げ、旅客施設を中心とする地区や、多くの人が利用する施設が集まった地区を「移動等円滑化促進地区」として位置づけ、ハード・ソフト両面からバリアフリー化の取り組みを推進します。
１．計画期間
令和５（2023）年度から令和１４（2032）年度までの１０年間
　2．バリアフリー化の基本方針
（１）ユニバーサルデザインに配慮したバリアフリー化の推進
（２）全市域でのバリアフリー化の展開
（３）緊急性・重要度・実現性等に配慮したバリアフリー化の推進
（４）緊急時にも対応可能な情報提供の充実
（５）心のバリアフリーの推進
　３．移動等円滑化促進地区等の設定

駅などの公共交通の拠点と病院などの多くの人が利用する生活関連施設を結ぶ道路を含め、面的・一体的なバリアフリー化を優先的に促進していく地区として１４地区を設定。
　４．バリアフリー化の取り組み
〇道路や建築物、公園などの施設のバリアフリー化
〇手話や点字・音訳等の障がいの特性に応じた情報のバリアフリー化
〇様々な心身の特徴や考え方を持つすべての人々が支え合う、心のバリアフリー化
　また、令和５年度より、バリアフリー化のハード・ソフト両面の具体的な事業を位置づける「鳥取市バリアフリー基本構想」の策定に取り組みます。
